
履歴書         2012 年 11 月 12 日現在 

ふりがな                              や  の    ただし 

氏  名 

矢野 忠 
出身地 

横浜 

年齢 

  （満 33 歳） 

※ 

男 ・ 女 

参加した NICE ボランティア 分野 

チェコ･トルコ･ドイツ・佐渡島 考古学・子供と遊び･工作・地域復興 満足度 

場所  

（国・市町村まで記入） 

チェコ（ポーランド国境近く）／トルコ、サムスン 

ドイツ、ベルリン／新潟県佐渡島 

満足度は求めていな

かった。 

受け入れ団体  

すっかり忘れました。 

活動のやりがい度 

やりがいがあっても

なくても自分ができ

ることを実践した。

 

年齢 経歴 

21 生まれて初めてタイでの国際ワークキャンプに参加 

22 NICE を通じてチェコへ行き、生まれて初めて外国の女性とデート 

23  トルコからフランスまで夏 2ヶ月間を使って旅をする。 

26  日本語教師として中国で教鞭を執る。 

27  自分にとっての憧れの地：イスラエル訪問 

32  日本語教師からスポーツ関連の会社へ転職。そして、アメリカ出張 

33  ポルトガル国籍の女性と結婚。 

  

趣味・特技  火のジャグリング、料理 

座右の銘  人生一度っきり！！ 

参加までの旅行経験・ボランティア経験 

 自転車で国内旅行をしました。どの土地でも郷土料理のおいしさが忘れられません。 

 いつもいかに身軽に旅行できるか考えています。 

 

記入上の注意 １：鉛筆以外の黒または青の筆記具で記入。２：数字はアラビア数字で、文字はくずさず正確に書く。 

３：※印のところは、該当するものを○で囲む。 

こんなボランティアでした 

チェコ：木炭作り、遺跡発掘作業、地域児童教育サポート 

トルコ：子供との交流運営企画、障害児との遊び 

ドイツ：園芸施設整理、小屋作り 

佐渡島：地域祭り参加、地域復興支援 



 

志望動機 

 これはワークキャンプについてでいいのでしょうか。 

 これといって目標もなかった当時の僕に、海外での活動が魅力的に思い、応募しました。当時は何も 

ありませんでした。あったのは、勇気とやる気それに、時間でした。 

 
 

行くまでに心配だったこと（どう乗り越えたか） 

 とくにこれといって心配事はありませんでした。 

 まずは、情報収集！本を訪ねることはもちろんのこと、インターネットそれに、経験者の話を聞き 

ました。 
 

家族・友人・学校・職場の反応（私はこうやって説得した！） 

 スナフキン（ムーミンの登場人物）な自分でしたので、何も心配はされませんでした。 

 

ワークキャンプとその後の人生（進路決定、参加経験が役立っていること等） 

 英語の習得を志そうとする意志と、大学の勉強を大切にしようとする意識が非常湧きました。世界の 

若者と自分の差にがく然としつつも、努力しかないと思い、努力した。どうでもいい友人とは別れ、 

無駄だと思える行動を止め、一人の時間をたくさん持ち、勉強と読書に明け暮れた。その結果、大学 

卒業後日本語教師になる道を見つけられたし、出逢うべく人々にも出逢えた、なりたい自分がわかった 

し、多くの異国の女性と付き合うことができた。 

 現在でも多くの外国人の友との交流が続いていて、自分がしたことが無駄ではなかったと思える。 

 

成長ダイアグラム ※ これから参加を考えている人へ、熱いメッセージを♪ 

 １）実務的

な知識・ス

４）進路・目標 

５）社会への考

えや価値観 

２）人・社会と

やっていく力
６）その後の人

生に活きた人脈 

３）自分でやっ

ていける力

1 
2

3

4 
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 今しかできないことって、なんだろう？！ 

 

 iphone にいつも触っていること？ 

 インターネットを深夜まですること？ 

 いつも誰かかれかと一緒にいること？ 

 

 今後の人生を思い描いた時、今していることができ

るなら今しかできないこと考え、実践してみてはどう

でしょうか。それと共に、自分の内なる声に耳を澄ま

してみてください。 

 自分が何をしたいかわかったらとてもしあわせな

こと。今を楽しみましょっ！ 

※成長ダイアグラム（５＝とても得るものがあった・良くなった。４＝まあまあ得るものがあった・良くなった。３＝前と変わらなかった。影響なし。２＝前よりもや

や劣るようになった・悪くなった。１＝前よりもずっと劣るようになった・悪くなった。） 


